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発 行 所 

五所川原市役所 

381号 

昭和51年 8月 1日 

印 刷 日刊民友新聞社 

広にhかわら 
市 の 人 口 	男 25,041人 	世 帯 数 13・868 

（昭和51年7 月 1日現在）住民基本台帳から 51,882 人 	女 26,841人 

花菖蒲開花 明治神宮から株分けの原種（広域新農業センターで） 

【u
、
 

七
月
十
三
日
 

（
火
）
晴
 

l
 ー
●
 
九
時
五
十
分
 

、l
声
》
 
頃

大
音
響
と
と
 

・

フ
 
も
に

福
山
火
災

工
‘
上
 
発

生
、
直
ち
に

一
 

全
車
両
現
場
に
 

出
動
。
花
火
工

場
の
爆
発
に
よ
り
瞬
時
に
し

て

十
八
棟
同
時
出
火
、
火
勢
も
の

す
ご
く
死
傷
者
も
あ
る
も
よ
う

な
の
で
十
時
十
五
分
大
サ
イ
レ

ン
が
鳴
り
響
く
。
 
「出
火
場
所
 

（
半径
五
百
1
1）
附
近
は
爆
発

の
被
害
で
消
防
隊
も
火
点
に
接

近
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
消
火

活
動
に
困
難
を
き
わ
め
」
 
た
が

市
消
防
団
三
十

一
台
、
鯵
ケ
沢

木
造
、
鶴
田
、
浪
岡
、
板
柳
の

消
防
署
、
消
防
団
か
ら
十
台
の

応
援
を
得
て
計
五
十
台
と
約
五

百
名
の
必
死
の
消
火
活
動
に
よ

り
十

一
時
三
十
分
頃
よ
う
や
く

火
勢
が
衰
え
、
十
二
時
二
十
分

鎮
火
。
帰
庁
し
た
船
水
情
報
課

長
か
ら
の
報
告
に
よ
る
と
被
害

が
広
範
囲
に
亘
り
羅
災
者
が
多

数
の
見
込
み
な
の
で
、・
一
時
三

十
分
直
ち
に
福
山
火
災
災
害
対

策
本
部
を
設
置
、
各
班
に
対
策

を
指
示
。
 

総
務
班
ー
災
害
状
況
の
調
査

及
び
災
害
救
助
法
若
し
く
は
法

外
援
護
適
用
の
可
否
の
検
討
。
 

民
生
班
ー
住
宅
の
斡
旋
、
証
明

手
数
料
の
免
除
等
。
建
設
班
ー
 

火
災
現
場
復
旧
作
業
の
応
援
。
 
 

農
林
班
、
商
工
班
に

つ
い
て
は

そ
れ
ぞ
れ
農
林
、
商
工
に
関
す

る
被
害
調
査
と
、
特
に
金
融
対

策
に

つ
い
て
。
給
水
班
は
、
既

に
給
水
タ
ン

ク
を
持
っ
て
出
動

中
で
あ
る
が
、
停
電
に
よ
り
被

災
地
外

（
少
年自
然
の
家
等
）
 

の
断
水
も
調
査
の
う
え
緊
急
給

水
す
る
こ
と
。
学
校
対
策
班
ー
 

被
災
児
童
生
徒
の
教
科
書
等
に

つ
い
て
。
救
護
班

ー
日
赤
、
共

募
等

の
救
援
物
資
を
緊
急
交
付

出
来
る
よ
う
直
ち
に
手
配
。
現

地
指
導
班

ー
擢
災
者
、
被
主
秩

況
の
調
査
確
認
。
 

三
時
直
ち
に
現
地
に
急
行
、
 

荒
木
県
警
本
部
長
、
川
口
五
警

署
長
等
と
協
議
。
特
に
不
発
の

残
り
玉
の
処
理
を
要
請
し
た
。
 

ま
た
現
地
地
区
班
に
命
じ
、
福

山
公
民
館
に
現
地
相
談
所
を
設

置
、
救
援
対
策
を
急
ぐ
。
 

八
時
現
在
、
死
者
二
名
、
重

傷
者
二
名
、
軽
傷
者
七
名
、
家

屋
の
全
焼
、
住
家
九
棟
、
非
住

家
六
棟
、
全
壊
二
棟
、
半
焼
、
 

半
壊
四
十
五
棟

の
被

害
が

判

明
。
 

い
か
に
仕
事
の
上
で
の
惨
事

と
は
い
え
、
あ
の
元
気
な
秋
元

兄
弟
が

一
瞬
に
し

て
幽
明
境
を

異
に
す
る
と
は
 
あ
ら

た

め
て
御
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、
 

被
災
者
の
皆
さ
ん
に
も
心
か
ら

の
御
見
舞
を
申
し
上
げ
、
復
興

の
一
日
も
早
か
ら
ん
こ
と
を
念

願
し
て
、
帰
庁
の
途
に
つ
く
。
 

記
 
核
／

4
ん
ーそ
邑
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駕
花
藤
薄
唾
奪
也
ぼ
J
 

vご
ご
ご
調
桶
榊
 妹
扮
」
財江

・
 

電
算
業

務
体

制

に

一
助
 

晴

小
型
電
算
機
を
市
に
貸
与
 

五商高から貸与きれた小型電算機 

市
で
は
、
増
大
す
る
行
政
事

務
に
対
処
し
、
事
務
の
合
理
化

を
図
る
た
め
こ
と
し
四
月
か
ら

電
子
計
算
室
を
設
け
、
電
算
業

務
の
体
制
づ
く
り
を
す
す
め
て

い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
五
所
川

原
商
業
高
校

（
下
山弘
校
長
）
 

か
ら

U
s
A
c
（
ユ
ー
ザ
ッ
ク
 

）
一
、五
〇
〇

（
超
小
型
電
子
計

算
機
）
一
式
が
市
に
無
償
で
貸

与
さ
れ
、
電
算
業
務
体
制
づ
く

り
に

一
役
一
 
う
こ
と
にな
り
ま
 
 

し
た
c
 

今
回
貸
与
さ
れ
た
電
算
欄
は
、
 

千
語
の
記
憶
容
量
を
持
つ
中
央

処
理
装
置
や
毎
分
二
万
四
千
字

の
入
力
速
度
を
持
つ
高
速
紙
テ
 

ー
プ
読
取
機
な
ど
主
要
な
四
つ

の
装
置
か
ら
な
る
小
型
電
算
機

で
、
電
子
計
算
室
の
あ
る
消
防

庁
舎
三
階
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
小
型
電
算
機
の
制

約
止
、

い
っ
き
ょ
に
大
巾
な
業

務
の
適
用
は
で
き
な
い
の
で
、
 
 

h詳
 

事
務
効
果
が
高
く
最
も
身
近
な

給
与
の
支
給
事
務
か
ら
始
め
、
 

早
急
に
他
の
業
務
に
移
行
、
近

い
将
来
は
業
務
の
委
託
を
全
廃

す
る
方
針
で
す
。
 

現
在
市
で
は
、
給
与
と
税
金
 

（
固定
資
産
税
な
ど
五
種
類
）
、
 

上
水
道
料
、
排
水
施
設
使
用
料
、
 

国
民
年
金
な
ど
を
民
間
の
計
算

セ
ン
タ
ー
へ
業
務
委
託
し
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
委
託
の
ま

ま
で
は
、
適
用
業
務
に
限
界
が

あ
り
デ
ー
タ
ー
に
対
す
る
処
理
 
 

態
勢
な
ど
種
々
の
問
題
が
あ
り

検
討
を
迫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

風
水
害
や
火
災

な
ど
で
、
万
一
被

害
を
受
け
た
と
き

は
」
、税
金
の
面
に

お
い
て
も
い
ろ
い

ろ
な
救
済
の
方
法

が
あ
り
ま
す
、
 

〔
雑損
控
除
に

よ
る
方
法
〕
 

被
害
を
受
け
た

損
主
韻
が
、

そ
の

年
の
所
得
金
額
の

一
〇
％
を
超
え
る

場
合
に
は
、
そ
の
 
 

超
え
る
金
額
を
所
得
金
額
か
ら

控
除
す
る
方
法
で
す
。
こ
の
場

合
、
損
主
韻
が

大
き
く
て
控
除

し
き
れ
な
い
金
額
は
、
翌
年
以

降
三
年
間
繰
越
し

て
各
年
の
所

得
金
額
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。
 

〔
災害
減
免
法
に
よ
る
方
法
〕
 

住
宅
や
家
財
に
、
そ
の
価
額

の
半
分
以
上
の
損
害
を
受
け
、
 

し
か
も
そ
の
年
の
所
得
金
額
が

四
百
万
円
以
下
の
場
合
は
、
所

得
金
額
の
大
小
に
応
じ
て
所
得

税
を
全
額
免
除
し
た
り
軽
減
し

た
り
す
る
方
法
で
す
。
 

災
害
を
受
け
た
人
は
、
確
定

申
告
を
し
て
い
ず
れ
か
有
利
な

方
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
 
 

ま
す
。
な
お
、
予
定
納
税
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、
予

定
納
税
の
段
階
で
も
減
免
の
適

用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方

が
災
害
を
受
け
た
場
合
は
、
給

与
を
支
給
さ
れ
る
と
き
に
、
源

泉
所
得
税
の
徴
収
猶
予
や
、
す

で
に
納
め
た
税
金
の
還
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
申
請
書
を
税
務
署

へ
提
出
し

て
下
さ
い
。
こ
の
場

合
、
必
ず
翌
年
三
月
に
確
定
申

告
を
し
て
所
得
税
の
精
算
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署

に
お
尋
ね
下
さ
い
。
 

市
が
、
明
治
神
宮
か
ら
株
分

け
し
て
も
ら
い
、
市
内
毘
沙
門

の
広
域
新
農
業
セ
ン
タ
ー
構
内

に
植
え
て
い
る
原
種
の
花
菖
蒲

が
、
七
月
早
々
か
ら
い
っ
せ
い

に
開
花
し
ま
し
た
。
 

セ
ン
タ
ー
に
は
、
四
十
九
年
、
 

五
十
年
に
栽
植
し
た
、
大
紫
、
 

「
七
小
町
」
な
ど
六
十
六
品
種
、
 

約
五
百
株
が
植
え
ら
れ
て
お
り

い
っ
せ
い
に
色
と
り
ど
り
の
花

を
咲
か
せ
、
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ

る
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。
 

又災害を受けたときは 

、――税の減免手続き 

花菖蒲がいっばい 



① 飛島デパート 

温
湯
の
こ
け
し
づ
く
り
 

（
 

、
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県
民
の
県
産
品
に
対
す
る
愛
用
意
識
e
高
揚
と
地
場
産
業
の
育
成
振
興

を
は
か
る
た
め
、
こ
の
た
び
青
森
県
内
の
名
産
、
特
産
品
を

一
堂
に
集
め

て
第
七
回
県
産
品
愛
用
ま
つ
り
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o
 

展
示
即
売
会
の
ほ
か
、
特
別

な
も
の
に
つ
い
て
は
製
造
の
実

演
も
お
見
せ
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
 

▲
主
催
 
青
森
県
 

▲
共
催
 
青
森
県
物
産
協
会

▲
後
援
 
市
長
会

・
町
村
会

・

商
工
会
議
所
連
合
会

・
商
工
会

連
合
会
・
青
森

県
中
小
企
業

団
体
中
央
会

・
東
奥
日
報
社

・

陸
奥
新
報
社

・
デ
ー
リ
ー
東
北

新
聞
社

・
R
A
B
・
A
T
v

・

五
所
川
原
市
観
光
協
会

・
五
所

川
原
市
 

▲
主
な
展
示
即
売
品
 

〇
菓
子
類
 

り
ん
ご
の
し
ず
く
・
茶
屋
の

餅
・
南
部
八
戸
せ
ん
べ

い
・
、
不

ブ
タ
餅
・
あ
じ
ゃ
ら
餅
・
ポ
テ

ト
チ
ッ
プ
ス
・
ス
イ
ー
ト
ア
ッ

プ
ル

・
当
市
内
銘
菓
 

〇
民
芸

・
玩
具
類
 

ハ
ネ
ト
人
形

・
ガ
ラ
ス
製
品
‘
 

津
軽
塗
・
八
幡
馬
・
木
彫
猿

・

ア
ス
ナ
ロ
曲
物
・
ひ
ば
こ
け
し

・

石
の
革

・
津
軽
虫
送
り
人
形
・

ね
ぶ
た
絵
 

お
子
さ
ん
の

貯
蓄
に

つ
い
て

の
関
心
を
深
め

さ
せ
る
と
と
も

に
、
造
形
的
な

創
造
力
を
伸
ば

す

一
助
と
し
て

新
し
く
楽
し
い

ア
イ
デ
ア
が
生

か
さ
れ
た
貯
金

箱
キ
募
集
し

て

い
ま
す
。
 

夏
休
み
の
楽

し
み
に
、
お
宅
の
お
子
さ
ん
に

お
す
す
め
く
だ
さ
い
。
 

応
募
要
領
は
次
の
と
お
り
で

す
が
、
く
わ
し
く
は
学
校
ま
た

は
、
お
近
く
の
郵
便
局
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

警
察
で
は
、
八
月
一
日
か
ら
 

ー
カ
月
間
、
身
元
確
認
強
調
月

間
と
定
め
行
方
不
明
者
や
家
出

人
を
探
す
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
の
で
お
気
軽
に
相
談
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。
 

県
内
の
家
出
人
で
、
ま
だ
所

在
の
判
ら
な
い
も
の
は
八
百
三

十
人
（
五
所
川
原
署
管
内
で
は

十
五
人
）
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
な
か
に
は
、
人
知
れ
ぬ

悩
み
か
ら
自
殺
し
た
り
、
出
稼

ぎ
中
に
交
通
事
故
や
病
気
の
た

め
亡
く
な
っ
た
り
、
不
幸
に
も

犯
罪
の
被
害
者
と
な
っ

て
い
る
 
 

▼
応
募
資
格

小
学
生
，
中
学
生

▼
作
 
品
 
材
料
は
自
由
、
 

大
き
さ
は

一
辺
の
長
さ
が
一
一

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
内
。
 一

人
一
点
限
り
。
 

▼
方
 
法
 
作
品
の
適
当
な
個

所
に
応
募
者
の
代
名
、
学
校
名

学
年
を
書
い
て
、
所
属
学
校
を

通
じ
て
最
寄
り
の
郵
便
局
へ
出
 

品
す
る
。
 

▼
し
め
き
り
 
昭
和
五
十
一
年

九
月
十
日
 

▼
審
査
の
発
表
 
十
月
中
に
行

い
ま
す
。
 

す
ぐ
れ
た
作
品
に
は
、
郵
政

大
臣
賞
、
文
部
大
臣
賞
等
が
贈

ら
れ
る
ほ
か
応
募
者
全
員
に
記

念
品
を
贈
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
郵
便
局
 

場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
方
々
の
身
元
を
一

日
も
早
く
確
認
し
、
家
族
に
引

き
渡
す
た
め
に
も
、
お
心
当
り

の
方
は
遠
慮
な
く
相
談
に
お

い

で
く
だ
さ
い
。
 

（
五
所
川
原
警
察
署
）
 

〇

一
般
食
品
類
 

帆
立
貝
姿
焼
‘
り
ん
ご
ジ
ュ

ー
ス
・
干
菊

・
わ
さ
び
漬

・
そ
ば

・
に
ん
に
く
粕
漬
 

▲
実
演
即
売
品
 

津
軽
あ
め
・
温
湯
こ
け
し
づ
く
り
・
ほ
た
て
串
焼
・
釜
め
し
弁
当
・
と
ろ
ろ
こ
ん
ぶ

・
市
川
養
蜂
 

一警で、アイテアを I 
焦I‘金相コンクールー コ

 
人
、

行
方
不
明
捜
し

ノ
ノ
 

／
 

警
察
で
相
談
所
開
設

ー
 

トダイヤル 
I 市政についての 

if事や予定は 

〔筆可⑤4321 
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夏まつり行事 

八
月
八
日
  

（
日
）
 
 

八 
一月
土七 
ー日 

八 
一、月
金六 
ー日 

八
月
五
日
  

（
木
）
 
 

八 
一、月
水四 
ー日 

八
月
三
日
  

（
火
）
 
 

日
（

曜
）
 
 

午
前
九
時
 

午
前
九
時

午
前
九
時

午
前
九
時

三
十
分
 

午
後
七
時

午
後
五
時

午
前
十
時

午
前
十
時

午
前
十
時
 

午
後
六
時
 

午
前
九
時
 

午
後
七
時
 

午
後
五
時

午
後
七
時

午
前
十
時

三
十
分
 

午
後
七
時
 

時
 
間
 

第
二
回
 

五
所
川
原
無
線
飛
行
機
競
技
大
会
 

西市県ね
北内下ぶ
五小馬た 

犠婚 
校 会 

相 
撲 
大 
会 

ね
ぷ
た
運
行
 

神
明
宮
本
町
例
祭
 

西
北
五
銃
剣
道
大
会
 

西
北
五
民
族
芸
能
大
会
 

チ
ャ
リ
テ
イ
輪
投
げ
大
会
 

虫
お
く
り
 

ね
ぷ
た
運
行
 

神
明
宮
本
町
例
祭
 

げ
ん
と
忌
 

花
火
大
会
 

虫
お
く
り
火
ま
っ
り
 

三
道
演
武
大
会
  

（柔
道
・
剣
道
・
弓
道
）
 
 

行
 
事
 

柏
村
 

総
合
グ
ラ
ン
ド
 

市
内

一
円
 

河
川
公
園
 

北
斗
グ

ラ
ン
ド
 

相
撲
場
 

市
内
一
円
 

ハ
イ
カ
ラ
町
 

お
ま

っ
り
広
場
 

市
民
文
化
会
館
 

仮
宮
青
銀
構
内
 

市
内

一
円
 

市
内

一
円
 

仮
宮
青
銀
構
内
 

岩
木
川
河
畔
 

市
内

一
円
及
び
 

岩
木
川
河
畔
 

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ

ー
  

音
楽
碑
前
 

三
道
会
館
 

場
 
所
 

五所川原 
夏まつ (4P) 

虫おくりは8月5日 

「
ー
 

ら
利
用
の
ー
 

フ
 

／
 

畜
舎
設
置
に

補
助

L
 

市
で
は
、
五
十

一
年
度
の
 
「
 

利
藁
畜
舎
設
置
奨
励
事
業
」
 
で

稲
わ
ら
の
効
率
的
な
利
用
を
は

か
る
た
め
、
牛
舎
を
設
置
し
た

場
合
補
助
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
 

〔
目的
〕
牛
畜
舎
の
厩
肥
を

農
地
に
環
元
し
て
地
力
の
維
持

培
養
を
し
農
業
生
産
カ
の
増
強

を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。
 

（畜
舎
の
規
模
）
床
、
基
礎
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
し
、
 一
頭
当

り
八
・
一
〇
平
方
冒
と
す
る
。
 

（補
助
額
）
経
費
に
要
し
た
一
一

分
の

ー
に
相
当
す
る
額
、
ま
た

は
最
高
限
度
十
万
円
の
い
ず
れ

か
低
い
額
以
内
の
額
。
 

（
申込
）
八
月
十
五
日
ま
で
受

付
け

い
た
し
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
市
農
林
課
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
 

五
十
一
年
度

の
弘
前
大
学
公

開
講
座
（
五
所

川
原
会
場
）
が

八
月
二
十
七
日
 

（金
）
か
ら
九

月
二
十
日
（
月
 

）
ま
で
八
日
間

市
民
文
化
会
館

で
開
か
れ
ま
す
。
 

募
集
人
員
は
八
十
人
で

す
の

で
、
受
講
希
望
者
は
受
講
料
千

五
百
円
を
そ
え
て
、
八
月
二
十

六
日
ま
で
市
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
 

い
。
 

総
講
義
時
間
数
の
三
分

の
一
一

以
上
出
席
の
方
に
、
修
了
証
書

を
授
与
し
ま
す
。
 

生
活
環
境
 

ハ
ト
ロ
ー
ル
本
部
わ

4
1
 

住
み
よ
い
 
ん

コ
 

環
境
づ
く
り
に
 
で

5
 

新
鮮
で
安
い
野
菜
、
果
物
を

皆
さ
ん

の
食
卓
に
供
給
し
よ
う

と
い
う
恒
例
の
“
朝
市
）
が
さ

る
七
月
十
五
日
か
ら
市
庁
舎
前

の
お
ま
つ
り
広
場
で
店
開
き
し

ま
し
た
。
 

朝
市
は
、
毎
朝
四
時
か
ら
七

時
ま
で
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
が

こ
と
し
は
三
十
人
の
生
産
者
、
 

小
売
業
者
が
露
店
を
並
べ
、
朝

食
前
の
主
婦
や
商
店
主
の
買
物

客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
朝
市
は
、
十
一
月
三

＋
日
ま
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
 

I弘前大学公開講座 ×、 
、 	 、 
、、締切りは 8月26日／ 

新
鮮
な
野
菜
が

い
っ
ぱ

い
 

恒
例
ク
朝
市

）
店
開
き
 

4 

‘
、
・●
ノ
‘
・
・●

ノ
‘
、
●
ノ
‘
、
●
ノ
‘

《
・●

ノ
‘
、
●
ノ
‘
、
．
ノ

‘
・
，●
ノ
‘
、
．
ノ
‘
、

，
ノ
‘

・
《，
ノ
‘
、
 



昭和51年（1976年） 8月 1日（381号） 篇3種郵便物認可） 	広報ごしよがわら 
⑤
 

@000000O00O0O0OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO 
⑥
⑥
⑥
⑥
画
‘
画
⑥
⑥
●
⑥
＠
●

O＠
⑧
⑨
＠
令
曾
④
町
＠

@＠
④
＠

@
@
'

＠
⑨
＠
⑥
＠

9
9
9

⑨
 議

菖
.
i
 
,
)

言O
1

議§
i
麗
魯
舞
護
髭
読
義
麗
爵

0
0
0
0
 難

鷲
難
難
驚
麟
難
難
麟
難
 

響
）縄
 

＠
⑨
●
＠
9
⑥
 

躍
難
 

，
い
一
＠
 

⑥
回

＠

＠
③
＠
 

票
銘
鵠
 

●

⑥
‘」
＠
 

⑨
①
。
 

第31回市町村対抗県民体育大会（実行委員会会長増田桓一市体協会長）は、 8月21 
日（土）22日（日）の両日、五所川原市で県内67市町村の選手代表5,000 人が参加し

て開かれます。 ただし、市の部の野球は、 8月14日（土）15日（日）に行なわれます。 

県民体育大会の競技会場と日程は次のとおりです。 

競 技 会 場 

実 	施 	本 	部 教育委員会（市民文化会館） 

記 録 セ ン タ ー 市民文化会館ロビ― 
8 月 

21 22 

総 合 開 会 式 
五農高陸上競技場 

（雨天の場合市民会館ホール） 
21 

陸 	上 	競 	技 飯詰体育センター陸上競技場 21 22 

野 	 球 五農高野球場 14 15 2122 

ク 五高野球場、五工高野球場 21 22 

バ レ ー ボ ー ル 五―中体育館、五商高体育館 21 22 

中央小体育館 21 22 

卓 	 球 五工高第一体育館 21 22 

ウエイトリフテイング 五工高第二体育館 2122 

バ 	ト 	ミ 	ン 	ト 	ン 五農高第一体育館 2122 

剣 	 道 五農高第二体育館 22 

相 	 撲 五農高相撲場 21 

水 	 泳 五農高プール 22 

ソ フ 	ト ボ ー ル 
五商高グランド、 

五一中グランド 
2122 

バスケッ トボール 五一高体育館 21 22 

柔 	 道 五高体青館 22 

閉 	会 	式 市民文化会館会議室 22 

△
と
こ
ろ

ホ
ー
ル
 

市
出
稼
協
会
 

（
会長
佐
々
木

市
長
）
で
は
、
 

事
故
の
な
い
明

る
い
安
全
な
出

稼
ぎ
を
願
い
出

稼
者
と
出
稼
ぎ

留
守
家
族
を
招

き
慰
安
会
と
安

全
祈
願
祭
を
行

な
い
ま
す
。
 

△
と
き
 
八

月
十
九
日

（
木
 

）
午
後
一
時
か
 

』
ら
 

市
民
文
化
会
館
 

出稼ぎの安全を願い―八 
民謡、歌謡ショーも 	 ノ 

ー祈願祭ーーノ 

「

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
 

寒
 

「
ー
 

遣
団
員
に
 

「
 

田
の
上
見
さ
ん
参
加
 

/
 

ギ
ョ

・
ギ
ョ
・
ギ
ョ
ギ
ョ

シ

・
ツ
キ
ツ
キ
ツ
キ
、
ケ
ケ

ケ
ケ
、
ギ
ョ
ギ
ョ
ギ
ョ

・
チ

チ
チ
チ
ー
と
、
市
内
あ
ち
こ

ち
の
葦
原
で
嚇
り
続
け
て
い

る
の
が
こ
の
鳥
で
す
。
 

r
 

（
ー
 

の
医
師
住
宅
完
成

Iノ
ノ
 

／
 

ー
年
金
の
還
元
融
資
で
 
》
 

市
で
は
、
医
師
の
市
内
常
住

と
今
後
の
医
師
確
保
、
定
着
化

を
図
る
た
め
、
敷
島
町
と
川
端

町
に
総
工
費
四
千
八
百
ニ
十
一
一

万
円
で
五
戸
の
西
北
中
央
病
院

医
師
住
宅
を
新
築
し
て
い
ま
し
 

オ
オ
ョ
シ
キ
リ

（
ウ
グイ
ス
科
）
 

五
所
川
原
を
含
む
津
軽
で

は
こ
の
鳥
を
「
チ
ョ
チ
ョ
ズ
 

」
 
と
呼
び
、う
る
さ
い
人
の

代
名
詞
に
も
使
っ
て
い
ま
す

の
で
、
誰
で
も
知
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
 

嚇
り
の
賑
ゃ
か
さ
に
比
べ
 
 

た
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
 

こ
の
医
師
住
宅
は
、
年
金
積

立
金
の
還
元
融
資
に
よ
り
建
築

し
た
も
の
で
、
昭
和
二
十
三
年

旧
厚
生
連
で
建
築
し
た
三
戸
の

木
造
住
宅
は
老
朽
化
が
激
し
く
 一

 

姿
態
は
い
た
っ

て
お
と
な
し

く
鴬
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。
 

昆
虫
を
主
食

と
し
、
カ
メ

ム
シ

・
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
等
の

室
員
を

も
沢
山
食
べ
る
の
で

み
ん
な
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
 

同
じ
と
こ
ろ
に

コ
ョ
シ
キ

リ
も
住
ん
で

い
ま
す
が
、
嚇

り
が
あ
の
よ
う
に
激
し
く
な

く
、
体
も
ひ
と
ま
わ
り
小
形

で
す
。
 

L
 解

体
さ
れ
ま
し
た
。
 

新
築
な
っ
た
医
師
住
宅
は
、
 

敷
島
町
に

一
戸
ー
写
真
左
上
ー
 

建
面
積
五
十
七
・
五
一
平
方
1
1
 

の
木
造
二
階
建
。
川
端
町
に
四

戸
ー
写
真
左
下
ー
。
建
面
積
七

十
九

‘
九
二
平
方
1
1、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
ニ
階
建
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

慰
安
会
は
、
斎
藤
又
四
郎

（
 

民
謡
、
歌
謡
、
踊
り
）

一
行
。
 

安
全
祈
願
祭
は
、
神
明
宮
で
行

な
い
ま
す
。
 

な
お
、
入
場
は
無
料
で
す
の

で
、
隣
り
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。
 

ー
市
出
稼
協
会
で
ー
 

定
時
総
会

ー
 

市
出
稼
協
会
の
五
十
年
度
定

時
総
会
は
、
八
月
十
九
日
（
木
 

）
午
前
十
時
か
ら
市
民
文
化
会

館
で
開
か
れ
ま
す
。
 

案
件
は
、
五
十
年
度
経
過
、
 

収
支
決
算
報
告
、
五
十

一
年
度

事
業
計
画
、
収
支
予
算
、
規
約

審
議
な
ど
に
つ
い
て
。
 

当
日
は
、
血
圧
測
定
、
出
稼

ぎ
安
全
祈
願
祭
、
慰
安
会
な
ど

も
お
こ
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
出

席
希
望
者
は
各
支
部
長
あ
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
 （
参
加

費
は
昼
食
代
と
し
て
三
百
円
）
 

五
十

一
年
度
の
青
森
県
青
年

海
外
派
遣
団
員
の

一
人
と
し
て

五
所
川
原
市
か
ら
大
字
長
富
上

見
和
子
さ
ん
（
二
二
）
が
参
加

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

訪
問
国
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ

ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
な
ど
五
カ

国
で
、
九
月
中
旬
か
ら
約
十
六

日
間
の
予
定
で
す
。
 

こ
の
海
外
派
遣
は
、
毎
年
五

月
中
旬
ご
ろ
希
望
者
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
が
、
社
会
教
育
活

動
の
団
体
に
加
入
し
て
い
る
青

年
男
女
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
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「市
民
弓
道
教
室

」
あ
な
た
も
ど
う
ぞ
 

五
十

一
年
度
の
「
市
民
弓

道
教
室
（
あ
な
た
の
教
室
）
 

」
が
、
毎
週
火
曜
日
と
土
曜

日
に
開
か
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ど
な
た
も
お
気
軽
に
道

場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

「市
民
弓
道
教
室
」
 
には
、
 

現
在
十
数
人
が
参
加
し
、
弓

道
会
員
の
指
導
の
も
と
に
熱

心
に
け
い
古
し
て
お
り
ま
す
。
 

い
ま
か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
 一
般
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

弓
具
は
、
道
場
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。
 

r
 

  

『
 

 

おしらせ 

 

 

   

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も
優
勝
 

七
和
高
、

各
種
目

で
上
位
入
賞
 

第
二
十
六
回
県
定
時
制
高
校
 
わ

れ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
全
国
大

総
合
体
育
大
会
で
、
女
子
バ
レ
 

会
の
ほ
か
、
庭
球
、
陸
上
の
全
 

ー
ボ
ー
ル
、
陸
上
男
子
四
百
冒
 
国
大
会
に

も
参
加
が
決
ま
っ
て

リ
レ
ー
で
優
勝
、
各
種
目
で
上
 
い

ま
す
。
 

日
本
に
住
ん
で
い
る
日
本

人
は
、
満
ニ
ェ
→
威
に
な
る
と
、
 

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

が
義
務
と
な
っ
で
い
ま
す
。
 

た
だ
し
、
す
で
に
厚
生
年

金
や
船
員
保
険
、
又
は
各
種

共
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
て

い
る
方
は
、
国
民
年
金
へ
加

入
す
る
必
要
が
あ
り
 

ま
せ
ん
。
国
民
年
金
 
“

一
一

は
、
老
後
の
所
得
を
 

保
障
す
る
老
齢
年
金

の
ほ
か
、
 

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
障
害
者

に
な
っ
た
と
き
の
障
害
年
金
、
 

働
く
父
を
亡
く
し
母
子
家
庭

に
な
っ
た
と
き
の
母
子
年
金
、
 

両
親
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の

遺
児
年
金
な
ど
七
種
類
の
年

金
で
、
あ
な
た
の
今
後
の
生
 

例
え
ば
、
二
十
五
年
間
保

険
料
を
納
め
た
人
の
老
齢
年

金
は
、
月
二
万
八
千
三
百
円
 

（
本
年
九
月
か
ら
月
三
万
一
一

千
五
百
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
）
で
す
が
、
付
加
保
険
料

を
二
十
五
年
間
納
め
ま
す
と
、
 

こ
れ
に
五
千
円
加
算
さ
れ
て
、
 

月
三
万
三
千
五
百
円

（
九
月

か
ら
三
万
七
千
五
百
円
）
の

老
齢
年
金
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す

と
、
年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ

ま
す
が
1
こ
の
手
帳
は
、
将

来
厚
生
年
金
や
船
員
保
険
に
 

で
す
 

加
入
し
た
場
合
で
も
 

）
 
使
用
さ
れ
ま
す
の
で

大
切
に
保
管
し
ま
し
 

ょ
う
。
ま
だ
加
入
手
続
き

の

済
ん
で

い
な
い
方
は
、
今
す

ぐ
市
町
村
国
民
年
金
係
で
手

続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

年
金
手
帳
を
持
つ
こ
と
は

社
会
人
と
な
っ
た
あ
な
た
の

パ
ス
ポ
ー
ト
で
す
。
 

活
の
支
え
と
な
り
ま
す
。
 

保
険
料
は
、
月
に
千
四
百

円
（
来
年
の
四
月
か
ら
二
千

二
百
円
）
で
す
が
、
こ
の
ほ

か
に
、
月
四
百
円
の
付
加
保

険
料
を
納
め
ま
す
と
、
そ
の

分
だ
け
多
い
老
齢
年
金
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
 

十
歳

に
な
っ

た
ら

国
民
年
金
 

シ
グ
ナ
ル
は
 
母
の
目
 
妻
の
目
 
子
供
の
目
 

新しい図書のごあんない 

市立図書館 

9．文 学 

新 書 岩 波 文 庫 200 冊 岩 波書房

市古貞次 日 本 文 学 年 表 及 川 篤 次 

~ ョ甫雄一郎 敗けない男の子にする本 主婦と生活社

池波正太郎 梅 安 蟻 地 獄 講 談 社

臼井吉見 教 育 の 心 

森 菓荊 甘 い 蜜 の 部 屋 新 潮 社 

島 城山三郎 堂 々 た る 打 算 黒川 悦

紙 瀬ノ戸春生 赤 い 運 命 三笠書房

の 遠藤周作 闇 の よ ぶ 声 講 談 社

星 瀬戸内晴美 京 ま んだ ら 上、下 

認 山村正明 いのち燃えっきるとき 大和 書 房

布 柳田国男 定本柳田国男集全36巻 築摩 書房

に 伊藤 孝 日本列島 禁断の旅 桃 源 社 

」＝ 平井信作 生柿吾二即の不兄笠闘争 1事 牲 晋 房 

劣 檀 一雄 火 宅 の 杢 講 談 社 
願 淡谷悠蔵 野の記録（果 J 世 J IL の何任

し、 小 学 館 今 昔 物 語 小 学 館

ま 、ヒの他多量に入っております” 

’。 	 読書で生活を豊かにしましよう。 

心
 
屋
 
線
 

育
 

教
 
甘
 
津
 

の
 

ク
 

新
 
立
 
黒
 
三
 
講
 

部
 

味
 

蜜
 

の
 

・
 

軽
 
倉
光
俊
夫
 
津
 
軽
 
三
 
味
 
線
 
立
風
 
書
 
房
 

一
 
一
 
一
 

~
’
 

広
報
紙
の

早
期
配

布
に
ご

協
力
願
い

ま
す
。
 

ク
 

同
校
で
は
、
八
月
十
日
か
ら
 
市

子
ど
も
会
育
成
団
体

連
合

四
日
間
、
東
京
体
育
館
で
行
な
 
会

（成
田
誠

一
会
長
）
の
子
ど
 

も
会
野
球
大
会
は
、
八
月
八
日
 

（
日
）午
前
九
時
か
ら
市
立
第

一
中
学
校
校
庭
で
開
か
れ
ま
す
。
 

参
加
で
き
る
の
は
、
小
学
生

で
、
 ー
チ

ー
ム
十
二
人
編
成

（
 

補
欠
を
含
む
）
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
参
加
チ

ー
ム
は
、
八

月
五
日
ま
で
市
中
央
公
民
館
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

ー
平
山

さ
ん
十
万

j
 

円
寄
付

L
 

市
内
布
屋
町
の
平
山
徳
三
さ

ん
は
、
こ
の
ほ
ど
香
典
返
し
と

し
て
現
金
十
万
円
を
市
教
育
振

興
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。
 

▽
と
き
 
五
月
十
八
日
ー
十

月
三
十
日
ま
で
 

▽
時
間
 
午
後
七
時
か
ら
午

後
九
時
ま
で
 

▽
と
こ
ろ
  
三
道
会
館
弓
道
 

場

（
一
一
階）
 

く
わ
し
い
こ
と
は
、
五
所
川

原
弓
道
会

（電
話
⑤

1
0
8
3
 

番
、
成
田
方
）
へ
お
問
い
あ
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

撃
 

位
入
賞
を
果
た
し
た
市
立
七
和

高
校
の
選
手
た
ち
は
、

こ
の
ほ

ど
市
庁
舎
を
訪
れ
成
果
を
報
告

し
ま
し
た
。
 

ー
子
ど
も
会
野

球
 

大
会
八
月
八

日
ー
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